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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は、日本軍が東南アジアを占領するにあたって、どこまで欧米の植民
地支配の実態を知って占領地行政に臨んだのか、具体的な事例から欧米の植民地支配の実態を明らかにすること
であった。そのため、基礎資料の発掘とその資料を整理した資料集の発行をおこなった。まず、『朝日新聞大阪
本社所蔵「富士倉庫資料」（写真）東南アジア関係一覧』、『南洋協会発行雑誌　解説・総目録・索引』を出版
した。つぎに、『ジャワ新聞』、『ボルネオ新聞』復刻版を発行した。また、インドネシアの教育文化省文化総
局歴史課の要請で、日本軍政期関連の日本語資料の書誌情報と要約をインドネシア語で刊行した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to clarify the actual conditions of colonial
 rule by European countries and the United States from the perspectives of Japanese oppupied 
military administration in Southeast Asia. We conducted the excavation of basic materials and the 
publication of a collection of materials. We published as follows in Japanese: The List of Photos on
 Southeast Asia Possessed by Asahi Shimbun. Waseda University Institute of Asia-Pacific Studies, 
2017; Edited and Reprinted South Development Bank, 1942-44. Ryukei Shosha, 2012-15, 17 volumes; 
Edited and Reprinted South Development Bank, 1942-44, Supplement Volume: Annotation, Table of 
Contents and Indices. Ryukei Shosha, 2015; Annotation, Table of Contents and Indices) of Journals of
 Nan'yo Kyokai. Ryukei Shosha, 2018, 2 volumes; Reprinted Borneo Newspaper. Ryukei Shosha, 2018-19, 
13 volumes; Reprinted Jawa Newspaper. Ryukei Shosha, 2013-17, 8 volumes.

研究分野：東南アジア史

キーワード： 東南アジア史　植民地史　アジア太平洋戦争　写真資料　在留邦人　グラフ誌　メディア　日本史

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　日本占領期の東南アジアについては、1980年代にトヨタ財団の研究助成による「東南アジア日本占領期史料フ
ォーラム」が各国・地域ごとに組織され、飛躍的な発展を遂げた。その後、参加者それぞれが個別に研究を深め
たり、共同研究プロジェクトを立ち上げて現地の研究者とともに議論を深めたりしてきた。だが、東南アジア現
地で発行された新聞などの出版物は充分利用されてきたとはいえず、新たに発見された資料についても整理され
ていないために利用しにくかった。本研究では、復刻版の出版、目録などの研究工具の作成、新たな資料の発掘
など、研究整備に力を注いだ。これらの利用によって、この分野の研究が発展することが期待できる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 東南アジアの日本占領期研究は、おもに植民地宗主国、日本、植民支配下・占領下の東南ア
ジアの 3つの視点から研究がおこなわれてきた。だが、日本占領下で出版された新聞（日本語、
英語、中国語、マレー語など現地語）などは、充分に利用されず、欧米、東南アジアの研究者
はその存在さえ知らないものがある。まずは、日本人研究者がこれらの資料を使って、どのよ
うな研究が出来るのかを示す必要がある。そうすることによって、欧米、東南アジア研究者と
の対話がはじまり、日本語資料などの重要性が認識されるようになって、3 つの視点から総合
的に日本占領期を理解できるようになることが期待される。このことは、占領期以前の植民地
支配、戦後の独立運動の理解にもつながり、東南アジア史の書き換えにも通じる。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、まず日本軍が東南アジアを占領するにあたって、どこまで欧米の植民地支
配の実態を知って占領地行政に臨んだのか、占領後実際にどのような問題に遭遇し、どのよう
に対処したのか、具体的な事例から欧米の植民地支配の実態を明らかにすることである。その
ため、基礎資料の発掘とその資料を整理した資料集の発行をおこなう。 
 
３．研究の方法 
 （1）日本占領期に東南アジア占領地で出版された新聞などを、網羅的に出版期間、現在の所
蔵状況などを把握したうえで、重要なものから解説を付して復刻版を出版する。 
 （2）日本で発行された雑誌、日本で所蔵されているコレクションなどの目録、解題を作成し、
内外で利用しやすくする。 
 （3）新たに資料を発掘し、整理して、利用しやすいようにする。 
 
４．研究成果 
 「研究の方法」（1）については、分担者のひとり後藤乾一が解題を付して『ジャワ新聞』復
刻版を発行し、『ボルネオ新聞』については復刻版を発行し、まもなく代表者の早瀬晋三編で、
解題、総目録、索引を含む附巻が発行される。また、早瀬は、南方開発金庫資料を収集して復
刻し、附巻を発行した。 
 （2）については、一般に提供した民間の組織として、1915年に創立された南洋協会があり、
その機関誌は情報の宝庫であり、早瀬編で索引などを作成して研究工具として発行した。分担
者のひとり、倉沢愛子はインドネシアの教育文化省文化総局歴史課の要請で、日本軍政期関連
の日本語資料をリストアップし、その所在その他の書誌情報と要約をインドネシア語でまとめ
て刊行した。収録資料数は 521点で、268頁にのぼった。 
 （3）については、早瀬が 2015年 2月に朝日新聞大阪本社で新たに「発見」したものを加え、
『朝日新聞大阪本社所蔵「富士倉庫資料」（写真）東南アジア関係一覧』としてまとめて出版し
た。富士倉庫資料（写真）には東南アジア関係の写真約 5000 枚が含まれ、それぞれの写真の
裏書きから撮影者や配信先など具体的な状況がわかる。これらの文字情報を入力した。 
 また、愛媛県歴史文化博物館所蔵の松井家文書は、戦前にフィリピン各地に支店網をもった
大阪バザーの創業家のもので、新たに 1930年代に撮影されたフィルム約 50本（約 220分）
が見つかり、DVD 化して関連文書とあわせて分析している。フィルムの発見は、2018 年 10
月 17日「朝日新聞」で大きく報道され、その一部は朝日デジタルで観ることができる。 
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